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W19a ASTRO-H衛星に搭載するアクティブシールド用BGO試験の現状
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2014年打上げ予定のASTRO-H衛星には、10 keV以上を受け持つ装置として、硬X線撮像器 (HXI)と軟ガン
マ線検出器 (SGD)が搭載される。それぞれ 5–80 keV、60–600 keVの帯域で、「すざく」衛星を大きく上回る検
出感度を目指す。感度達成に重要な役割を果たすのが、BGO(Bi4Ge3O12)結晶とアバランシェフォトダイオード
(APD)を用いたアクティブシールドである。これにより、反同時計数を利用したバックグラウンドの除去が可能
になる。BGOからの蛍光信号はAPDで読み出されるが、このとき、反同時計数のエネルギー閾値 (LD)をどこ
まで下げられるかで感度が決まる。
BGO結晶は、ESAがASTRO-Hへの協力の一環としてロシアから調達したものである。衛星搭載品と同形状

の試作品 (EM)結晶は、日本到着後の単体試験で良好な発光量を確認している。しかし、結晶をHXIや SGDに
組込むには、反射材の装着やAPD接着などの作業工程が必要である。それにより蛍光光子の伝搬経路が変化し、
光量に影響がある。今回、EM結晶を衛星搭載品と同じ工程により組上げ、その性能を初めて測定した。その結
果、運用温度−20℃で LDが 100–140 keVと確認でき、過去の開発研究に基づく推定値とほぼ同等であった。こ
の結果から、搭載品の設計や作業手順に大きな問題はなく、設計目標とする感度を達成しうることを実証した。
衛星搭載品の設計が問題ないことを受け、衛星搭載品 (FM)結晶の受入れ検査と単体での光量の基礎測定を進

めている。スペアを含め、HXI用の FM結晶が 37個、SGD用に 88個の結晶が全て日本に到着している。現在
までに合計 46個の光量測定が終了し、良好な単体性能を確認できた。


